








































【優先順位】
複数の橋梁の補修時期が重なった場合、以下に示す優先順位によって、補修を実施します。

健全度

健全度m相当

儘全度n 相当

健全度I相当

重要度：低
グループC

重要度：中
グル ープB

重要度：高
グループA

対策
レベル

大規模
対策

全

介�
“
U

事

予防保全

社会的
重要度

n」グルー プ間の優先順位

図12優先順位の設定

20 



11. 長寿命化修繕計画による効果

本市では、総事業費の算出にあたり、従来までの管理方法とされる『事後保全型管理』対症療法

と計画的に補修など対策を行う『予防保全型管理』を設定し、事業費シミュレーションを行いました。

この結果、『予防保全型管理』が経済的であると判断いたしました。

また、市の財政状況を鑑み計画的に事業継続できるように、予算の平準化を行いました。

シナリオごとの累計事業費用の比較
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今後50年間の事業費を比較すると、従来の対処療法型（事後保全型）47億円に対し、長寿命化

修繕計画の実施による予防保全型が26億円となり、コスト縮減効果は21億円となりました。

また、今後小規模橋梁（橋長5m以下の橋梁）等をBOX化する方向で検討し、維持管理に係る修

繕費等の費用を縮減する事を目標とします。 また、集約・撤去が可能かどうか適宜検討を実施しま

す。
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12. 新技術の活用

橋梁点検・診断や長寿命化修緖工事を実施するにあたっては、ドローン等のロボットや人

工知能（AＩ)による点検支援技術の活用、修繕工事における新材料や新工法等の活用に向

け、新技術や技術開発の動向を把握し、導人の検討をすすめ、点検作業の効率化や補修コス

トの縮減に努めることにより、今後１０年間で約３百万円程度のコスト縮減を目指します。

なお、検討事例を以降に記載します。

1）紫外線硬化型 FRP シート（鋼部材補修工法）

紫外線硬化型 FRP シートは、ポリエステルレジンとグラスファイバーを一体化し、フィ

ルムでラミネートした鋼部材補修工法である。

補修部が紫外線（太陽光）によって 35 分程度で接着しながら強度を増していくため、短

時間での施工が可能であり、ハサミ、カッター等で任意の形状にカットでき、樹脂などの調

合なども不要なため、ガラス等の悲惨もなく安全でクリーンな施工となる。また、硬化時に

収縮がほとんどないため、安定した強度と仕上がりが得られる特徴がある。近年、橋梁をは

じめ、照明柱、タンク、配管など広く使用されている。

 本件の補修費用計算においては、欠損箇所等における補修工法として勘案しており、本技

術を導入した工事単価にて計算を実施している。

在来工法：当て板補修 （170,000 円/㎡直工） 

新工法 ：紫外線硬化型 FRP シート（110,000 円/㎡直工） 

【主な物性測定結果】

試験内容 規格 第三者機関データ

引張強度 JIS K 7161-1994 45.3MPa 

曲げ強度 JIS K 7171-2008 124MPa 

曲げ弾性率 JIS K 7171-2008 11,500MPa 

シャルピー衝撃値 JIS K-7111-2006 52kj/m2 

絶縁破壊強さ JIS C 2100-2110 16.kV/mm 以上

引張せん断接着強さ JIS K 6850-1990 1,630N 

線膨張係数 TMA(熱機械分析) 2.9 10-5/K 

水道用資機材 JWWA Z108-2004 適合

食品衛生法 厚生省公示 第 307 号 適合

燃焼性試験 JIS A 1322-1996 防炎 1 級 

材料の難燃性 UL94 V-0 に適合
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2）ディスゴ ルナ（塗装塗替え）

ディスゴ ルナは、溶融亜鉛メッキと防錆塗装被膜を特殊化成被膜でつないだ、高耐食表面

処理技術である。（NETIS 登録番号：KK-210069-A） 

有害な 6 価クロムを含んでおらず、金属亜鉛層と高耐食塗装の複合被膜による防錆能力の

相乗効果により、屋外など過酷な条件下でも高耐食性能を発揮する。耐候性に優れているた

め、長期間の美観維持にも効果が期待出来る。また、溶融亜鉛メッキが持つエッジカバー性

と厚膜により、工具等での施工時の損傷を抑え、耐食性を維持可能である。

 本技術は、当該処理を行なったボルトの販売等は進んでおり、橋梁等の構造物の新設時の

使用実績は出つつあるが、既存施設などへの後施工の実績はまだ数が少なく、具体的な運用

計画に考慮する事は時期尚早と考えられるため、本件での計算への反映は見送る事とした。

3）3D データを活用した構造物の状態把握

「3D データを活用した構造物の状態把握」は、地上型レーザースキャナにより構造物の 3
次元計測を行い、既存の 3 次元計測データや設計データと形状比較を行う事で、変形量など

を算出技術である。（点検支援技術性能カタログ：BR020017-V0122） 
トラックなどの衝突による歩道橋の変形量などの計測において、従来は交通規制を行い、

人の手による計測が行われているが、3D レーザースキャナを用いる事で、交通規制を行う

事なく現場作業が完了し、コンベックス等の線状の計測では把握し難かった変形の変化の様

子が正確に把握する事が可能になる。重機などの使用が無いため環境負荷も少なく、また、

取得した 3D データは一時的な変形量計測の他に、将来、補強等を行う際のベースデータと

しての活用や、景観シミュレーションへの流用などにも使用が可能である。

 本技術は、何か変形などが生じた際の計測技術としては運用性が高いが、変形などは経年

劣化等とは違い、そもそも事象が発生しない確率もあり、費用計算に織り込む前の損傷発生

シミュレーションが必要になるため、本件での計算への反映は見送る事とした。

履歴

　　１．令和５年　　３月　　　策定

　　２．令和５年　１０月　　　改定



13. 今後10年間の修繕計画

今回点検： 2022年度→ 次回点検： 2027年度

橋沼 名 橋長 総幅員 橋種 供用 交差状況 修
定

繕
度 主な修紐内容禾 (m) (m) 開始年 予 年

本町橋 15 90 12 00 鋼橋 1985 鴨川 2023 設計費

（上部エ ・ 下部エ）本町橋 15 90 12 00 鋼橋 1985 鴨川 2024 断面修復工＆ひび割れ注入エ＆足場エ

小敷谷アンダー西 13 70 8 50 PC橋 1987 道路 2024 設計費

寺下橋 6 10 5 30 RC橋 2002 河川 2024 設計費

（上部エ ・ 下郊エ）小敷谷アンダー 西 13. 70 8. 50 PC橋 1987 道路 2025 断面修復工＆ひび割れ注入エ＆足場エ

（上部主）寺下橋 6 10 5 30 RC橋 2002 河川 2025 断面修復工＆ひび剖れ注人丁＆足場エ

小敷谷アンダー東 13 70 8 50 PC橋 1987 道路 2025 設計費

'" (上部エ ・ ト部エ）小敷谷アンダー東 D 70 8 SO PC橋 1987 迫路 2026 断面修復工＆ひび割れ注入エ＆足場エ

長浪橋 5 60 6 80 RC橋 小明 芝川 2026 設計費

無名橋51 2. 30 4. 60 RC橋 不F!II 不月I 2025 設計毀

（全橋） 2027 橋梁点検(68橋）

（上部丁 ・ 下祁T)長浪橋 5. 60 6. 80 l{C橋 不FIJI 芝川 2027 断由修復工＆ひび森,1れ注人工＆足場エ

(L部エ）無名橋Sl 2 30 4 fiO RC橋 不明 不明 2027 断面修復工＆ひび割れ注人工＆足場エ

宏栄橋 1 fi6 fi6 10 00 鋼橋·RC橋 1971 道路 2027 設計費

（上部上）宏栄橋 156 56 10 00 鋼橋·RC橋 1971 道路 2028 塗装＆足場T.

（下部丁．）宏栄橋 156 56 10 00 鋼橋·RC橋 1971 道路 2029 
断面修復工＆ひび割れ江入エ＆足場エ

無名橋65 3 00 3 00 PC橋 不明 河川 2029 設計投

（上部エ）無名橋65 3 00 3 00 PC橋 不明 河川 2030 断面修復工＆ひび割れ注入エ＆炭素繊維接着工＆足場エ

無名橋72 11 60 4 19 RC橋 1983 河川 2030 設計費

（上部エ）無名橋72 11.60 4.19 RC橋 1983 河川 2031 断面修復工＆ひび割れ注入エ＆炭素繊維接消エ＆足場エ

西野樋菅橋 6. 84 3. 00 PC橋 不明 河川 2031 設計翡

（全橋） 2032 橋梁点検(68橋）

（上部エ）西野樋廿橋 6. 84 3. 00 PC橋 不叩 河川 2032 断面修復工＆ひび割れ注入エ＆炭素繊維接右エ＆足場エ
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